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第 1 章	 特別支援教育と視覚障害教育  
	  
	 1．特別支援教育への転換と盲学校  














































翌年に東京盲学校で第 1 回大会が行われ，1925（大正 14）年から｢帝国盲教
育｣が刊行された。その後 1959（昭和 34）年に｢盲教育｣と改められ，この年
を創刊号として 2012年 3月現在で 113号を数える（2008年「視覚障害教育」
に改名）。この機関誌は各時代に盲学校教育が抱えてきた課題を提供してく
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 このように「専門性」を敢えて唱えなければならない理由はどこにあるの
か。それは「準ずる教育」対象の児童生徒，いわゆる教科学習が可能な児童




成 24）年度の新入生は 88人（１校当たり 1.38人）で，その対象児はわずか
29 人（１校当たり 0.45 人）であった。これに対して弱視あるいは重複児童
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Fig. 0-1-3	 1年点字指導対象児数別に見た学校数（牟田口・進，2012） 
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資料 0-1	 盲教育百年宣言（盲教育 46・47合併号，1979） 
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資料 0-2	 盲教育百年宣言について（盲教育 46・47合併号，1979） 
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第 2 章	 点字の概要  
 















































	 （1937 年春）	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DAISY（Digital Accessible Information System）図書の普及が著しく，視覚障
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Fig. 0-2-3	 我が国の点字記念切手（左は 1990年，右は 2009年発行） 
 
 
Fig. 0-2-4	 築地に建立された記念碑（2010年 11月 1日） 
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発達との関係の 5つに分類することができる（Harley, Henderson, & Truan, 
1979!。④の短縮形とは英語圏で用いられている点字体系であり，点字初学
者が用い，26のアルファベットと記号からなる Grade 1，Grade 1に省略形が
加わったもので，公共に使われる Grade 2，個人的に使われるもので，すべて







知られる。ドイツ語の書名は，”Das Tastlesen der Blindenpunktschrift”であり，






のに分類した結果，4 分の 1 の人が右手と左手の読速度が等しく，4 分の 3
は左手の方が優れていたことから，点字読みは左手が優位であること（左手
優位説）を主張した。さらに両手読みでは，左右の手が文章の別の部分（行）


























































するために，彼らは 8歳から 10歳の 14人の盲児に実験を行った結果，左手
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たに点字を学習すると，やはり左手の人差し指がもっとも速く読めるように
なると指摘した。その他，左手優位は点字を知らない晴眼児を対象とした研
究でも報告されている（Rudel, Denckla & Spalten, 1974; Myers, 1976）。 
 




















	 草島（1937，1983）・Kusajima（1974）は Fig. 0-3-2に示した点字紙面上（前
後左右の 2方向）と点字紙面上への触圧（紙面への上下 1方向）の 2種から






































































































































せないようにして，単語を 1 ページに 2~3 語で良いので少しずつ理解する，





	 佐藤（1984）は，1963 年と 1980 年の 2 度，中学生までの盲児童生徒を対
象にした読速度発達の研究を行った。対象者は 1963年が 1,290人（視読 119
人を含む），1980 年が 572 人であった。結果は両年とも概ね同様で，①一般
的に学年が進むにつれて，学習期間も増えるので読速度は速くなること，②
小 1から小 4までは急速に発達し，その後の伸びは緩慢になること，③正確
度は小 1から小 3まで増加し，小 3で正確度は 90%になり，正確に読もうと
する態度ができあがること，④性差は各学年とも見られないこと，⑤晴眼児








































手は 1ます目と 2ます目を分離し，触読年数が短くかつ遅い読み手は 2ます
を 1つの字形として一体化する傾向があることを明らかにした。このことか
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Fig. 0-3-2	 草島（1937）が使用した触知覚運動記録装置 
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Ⅰ型	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ⅱ型 
 
Ⅲ型	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ⅳ型 
 
Ⅴ型	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ⅵ型 
 
Fig. 0-3-3	 草島（1937）による行間運動の 6パターン（点線は読み指を示す） 
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 1.	 文部（科学）省による指導書  
	 文部（科学）省は，1975（昭和 50）年，1995（平成 7）年，そして 2003（平
成 15）年の 3回，点字指導の手引き書を発行してきた（Fig. 0-4-1）。 



























(1) 左半マスの 3点からなる文字で，縦 1列ずつに同定できる。   
(2) 左半マスの 3 点からなる 8 通りの組み合わせに従って 63 字形を分類
し，左側の半マスだけで，それに属する 8字形が想起できる。  









































  36 
運動の統制（直線をスムーズな触圧でたどり，終点で止めることができる），
③空間概念，④点字弁別力（点字で「あ」と「め」を書いてそれぞれ触らせ
同じか違うかがわかる）の 4点が挙げられている。  
	 以下にこの指導法の特徴を示した。  
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前述した文部（科学）省の手引書とは異なっていた。 
 
















































	 4．原田による中途視覚障害者への点字触読指導  
	 厚生労働省が 5年ごとに実施している身体障害児・者実態調査（2006）に
よれば，我が国の視覚障害者数は 31万人であり，点字理解の割合は，視覚障
  39 
害者のおよそ 1割前後と推計されてきた。またこの調査に 1996（平成 8）年
から「点字理解」の項目が加わった。これは抽出による推計値であるが，2006

















(2) 形をとらえる指導  
	 点字の 6 点の組み合わせを覚えさせる必要はなく，形と名前の結びつけ，
形を捉える指導が大切である。  
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点 1点，点が捉えられなくても，今まで出てきた文字との違いが分かればよ
い。違いを区別することで認識していけばよいという姿勢で指導する。  





















	 点字を読む速さは，個人差がある。当初は点字 1ページ（墨字で 300字程
度）をおよそ 1時間かかって読めるスピードであるが，これを 30分以内，15
分，10分，5分と速く読めるように練習していく。中高年の中途視覚障害者
  41 












そのいくつかを Fig. 0-4-6に示した。 
 
	 5．管による中途失明者の点字触読指導   
	 管(1988) も，長く国立視力障害センターで中途視覚障害者の点字指導を実
践した一人である。筆者は 1975（昭和 50）年から 3年間，同じ施設に勤務し，
その実践を実際に見てきた。管はその経験から著書で以下のことを指摘して
いる。  














から始めること，⑤半年から１年の訓練で 1ページ 10分から 5分を目標とし
ており，その指導法は澤田・原田（2004）に準拠している。  
 
















(3) 触圧に配慮した UV点字の採用  











(5) 浮き出し文字によるページ数の表示  
	 ページ表示では，点字による数字のほか墨字を浮き出させた点線文字をも
併記した。 




(7) 音声による説明  
	 ナビゲーションテープでは検索に考慮しチャイム音を導入するとともに，
行番号で誘導指示している。 指運びは「原田による触読指導法」を採用して


















Fig. 0-4-2	 リベット教材のいろいろ（東京都立葛飾盲学校にて撮影, 2002） 
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Fig. 0-4-4	 中途視覚障害者への点字触読指導マニュアル（澤田・原田，2004） 
 
 
Fig. 0-4-5	 Ｌサイズ点字の規格（www.jtr-tenji.co.jp/images/pdf/l-size.pdf） 










Fig. 0-4-6	 Ｌサイズ点字用機器 
 
  47 
 
Fig. 0-4-7	 中途視覚障害者のための点字入門（立花・松谷，2010） 
 
 
Fig. 0-4-8	 点字独習八週間 
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第 5 章	 本研究の目的と構成  
 














を速くするかに焦点が絞られてきた（Harley, Henderson, & Truan, 1979）。そ
の視点は，「点字は両手あるいは左右のいずれの手で読むのが最も良いか」
（Bürklen，1932; Holland & Fehr，1942; Fertsch，1947; Lowenfeld, Abel, & Hatlen，
1969; Hermelin & O'Connor，1971; Foulke，1991），「両手を使って読むときの
効率的な手の使い方とは何か」（Kusajima, 1974; Wormsley, 1980; Wright, 
Wormsley, & Kamei-Hannan, 2009），さらに「盲児に対する効果的な指導法と
は何か」（文部科学省，2003）の 3点である。 
	 点字読みに用いる手に関する研究では，ドイツの Bürklen（1932）の左手優
位説を皮切りに，その後米国では Holland and Fehr（1942）や Fertsch（1947）
らが右手優位説を唱えた。1970年代に入ると，大脳半球の機能差という観点
  50 
から点字読速度が分析され，Hermelin and O'Connor（1971）は左手優位であ
ることを指摘した。一方，Foulke（1991）や Lowenfeld, Abel, and Hatlen（1969）
らは，手による読速度の差はないという。また点字を読むときの手の使い方
について，Wormsley（1980）と Wright, Wormsley, and Kamei-Hannan（2009）
は Kusajima（1974）を参考に，片手読みには右手と左手の 2つが，また両手
を使用する読み方には，①全て右手で読み，左手は行頭を確認するだけの読




右の手が独立した読み方（the scissors pattern）の 4つに分類した。このよう
な手の使い方と読速度の関係について，両手を使う読み方は片手だけより速




読み方をしており，前述した the scissors patternが効率的であるとされている
（Bertelson, Mousty, & D'Alimonte, 1985; Millar, 1987; Foulke, 1991; Davidson, 
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第 2 節	 本研究の構成  
 
	 上述した目的に基づき，本研究は以下の内容で構成される。 
	 第 1部では，筆者が収集した 1985（昭和 60）年 4月から 2002（平成 14）
年 3月まで盲児の読速度データを用い，まず小学部 6年間の横断的な読速度












	 第 3部では，第 2部で得られた効率的な手の使い方を獲得させるために必
要な点字指導法を考察することを目的に，全国盲学校で使用されてきた文部



















第 1 部	 盲児の点字読速度に関する研究  
 
第 1 章	 横断的にみた点字読速度の発達（研究 1）  
 

























第 2 節	 方法  
 
	 1．対象児  
	 対象児の総数は 78 人，学年別のべ人数は 1 年 54 人，2 年 55 人，3 年 57

















	 3．測定の方法  
	 両手用，右手用，および左手用の読材料を用いた読速度の測定を各学期末















	 4．分析方法  
	 盲学校在籍児と通常級在籍児の読速度については，就学の場（盲学校と通





第 3 節	 結果  
 
	 1．全対象児の読速度の発達  
	 盲児の点字読速度発達の概要をつかむため，通常級在籍児を含む全対象児
から得られた両手読速度から，各学年における平均読速度と標準偏差，およ
びその学年の最高値と最低値を求めた。その結果を，Table 1-1-4と Fig. 1-1-1
に示した。 
	 1 年次には 54 人の対象児がおり，平均読速度は 51.2 文字（SD=40.7），最
高読速度は 180文字，最低読速度は 3文字であった。 
	 2 年次は 55 人で，平均読速度は 99.4 文字（SD=51.6），最高読速度は 246
文字，最低読速度は 17文字であった。 
	 3 年次は 57 人で，平均読速度は 140.4 文字（SD=55.9），最高読速度は 272
文字，最低読速度は 36文字であった。 
	 4 年次は 64 人で，平均読速度は 173.4 文字（SD=69.0），最高読速度は 370
文字，最低読速度は 33文字であった。 
	 5 年次は 66 人で，平均読速度は 199.2 文字（SD=71.2），最高読速度は 434
文字，最低読速度は 81文字であった。 
	 6 年次は 70 人で，平均読速度は 230.4 文字（SD=71.1），最高読速度は 455
文字，最低読速度は 94文字であった。 
	  




	 盲学校在籍児の結果を，Table 1-1-5と Fig. 1-1-2に示した。 




高読速度は 148文字，最低読速度は 3文字であった。 
	 2 年次は 41 人で，平均読速度は 104.3 文字（SD=52.7），最高読速度は 246
文字，最低読速度は 22文字であった。 
	 3 年次は 43 人で，平均読速度は 144.5 文字（SD=53.6），最高読速度は 272
文字，最低読速度は 49文字であった。 
	 4 年次は 47 人で，平均読速度は 178.3 文字（SD=69.4），最高読速度は 370
文字，最低読速度は 33文字であった。 
	 5 年次は 52 人で，平均読速度は 202.4 文字（SD=75.5），最高読速度は 434
文字，最低読速度は 81文字であった。 
	 6 年次は 55 人で，平均読速度は 235.8 文字（SD=71.4），最高読速度は 455
文字，最低読速度は 94文字であった。 
（2）通常級在籍児童 
	 通常級在籍児の結果を，Table 1-1-6と Fig. 1-1-3に示した。 
	 1 年次には 12 人の対象児がおり，平均読速度は 53.1 文字（SD=50.7），最
高読速度は 180文字，最低読速度は 3文字であった。 
	 2 年次は 14 人で，平均読速度は 85.1 文字（SD=45.1），最高読速度は 197
文字，最低読速度は 17文字であった。 
	 3 年次は 14 人で，平均読速度は 127.7 文字（SD=60.7），最高読速度は 259
文字，最低読速度は 36文字であった。 
	 4 年次は 17 人で，平均読速度は 159.7 文字（SD=65.9），最高読速度は 322
文字，最低読速度は 53文字であった。 
	 5 年次は 14 人で，平均読速度は 187.4 文字（SD=50.6），最高読速度は 276
文字，最低読速度は 82文字であった。 










	 1年次の盲学校の平均読速度は 61.8文字（SD=35.7），最高読速度は 148文
字，最低読速度は 4文字であった。また通常級の平均は 55.3文字（SD=31.0），
最高は 105文字，最低は 14文字であった。 
	 2 年次では，盲学校が 123.9 文字（SD=49.5），最高読速度は 246 文字，最
低読速度は 44 文字であった。また，通常級の平均は 99.3 文字（SD=15.8），
最高は 123文字，最低は 77文字であった。 
	 3 年次では，盲学校が 171.7 文字（SD=41.2），最高読速度は 272 文字，最
低読速度は 111文字であった。また，通常級の平均は 119.9文字（SD=26.4），
最高は 164文字，最低は 88文字であった。 
	 4 年次では，盲学校が 211.8 文字（SD=45.4），最高読速度は 327 文字，最
低読速度は 140文字であった。また，通常級の平均は 140.5文字（SD=25.8），
最高は 188文字，最低は 108文字であった。 
	 5 年次では，盲学校が 240.1 文字（SD=55.8），最高読速度は 381 文字，最
低読速度は 157文字であった。また，通常級の平均は 196.1文字（SD=18.9），
最高は 223文字，最低は 166文字であった。 
	 6 年次では，盲学校が 262.6 文字（SD=50.1），最高読速度 371 文字，最低
読速度は 178 文字であった。また，通常級の平均は 220.9 文字（SD=52.5），
最高は 337文字，最低は 176文字であった。 








4年 F(1,32)=16.86，p<.01; 5年 F(1,32)=4.52，p<.05; 6年 F(1,32)=3.90，p<.10）。
また学年別では，いずれも 1%水準で有意であり（盲学校 F(1,5)=90.01，p<.01;
通常級 F(1,5)=59.50，p<.01;），LSD 法による多重比較の結果，各学年間にそ









Table 1-1-1	 就学の場（盲学校と通常級）と学年（1年から 6年）の 
2要因混合計画による分散分析表 
 S.V          SS        df       MS        F
 58734.1177 1 58734.1177  7.18  *
 subj   261917.588 32 8184.9246
 566669.116 5 113333.823  145.60 **
x 15259.4496 5 3051.8899  3.92 **
 sx 124545.845 160 778.4115




第 4 節	 考察  
 
	 1．対象児数  
	 研究 1では，盲学校と通常級在籍児童の 1年から 6年までの点字読速度発
達の概要を把握するために，1985（昭和 60）年度から 2001（平成 13）年度
までの 17年間に在籍していた盲児を対象に実施した。その総数は，盲学校在
籍児 59人，通常級在籍児 19人の 78人で，年当たり平均は 4.6人となる。序
論で述べたように，2012（平成 24）年度全国盲学校の新入生の総計は 88 人
（１校当たり 1.38 人）で，このうち点字指導対象児は 3 分の 1 の 29 人（１
校当たり 0.45人）である。さらに 3年間連続して点字指導対象児がいない学





	 2．6 年間の発達  
	 小学部 6 年間の発達を見ると，1 年生の 51.2 文字から 6 年生の 230.4 文字





















	 3．盲学校在籍児童と通常級在籍児童との比較  
	 就学の場の違いで読速度発達は異なるかについて検討した結果，1 年次は
盲学校 61.8文字，通常級 55.3文字とその差は小さく，6年次では盲学校 262.6
















 例一の文題課たし用使に定測度速読	 2-1-1 elbaT
 .しらくのるざんほにたっなにごいま :）1891（城洋原水	 典出
















































Table 1-1-3	 採点用紙 
 
	 	 にほんざるの	 むれわ	 まいにち	 たべものを   18 
さがして	 やまの	 なかを	 うごきまわります。	 きょーも  22/40 
みんなで	 にぎやかに	 よびあいながら	 もりの             19/59 
はずれに	 やって	 きました。	 	 そこでわ	 そろそろ       20/79 
おいしい	 くさいちごが	 みを	 つけはじめて	 いる	            20/99 
はずです。                                         	     5/104 
	 	 おかあさんの	 さるが	 むちゅーに	 なって  くさいちごの  22/126 
みを	 たべて	 います。	 	 あかちゃんわ  あかい	 きれいな  21/147 
みが	 ほしくて	 たまりません。	 	 てを	 だして	 とろーと  22/169 
します。	 	 ふだんわ	 やさしい  おかあさんも	 たべて	 いる  23/192 
ときに	 じゃま	 されると  おこります。	 いきなり	 あかちゃんの 24/216 
てを	 ひっぱり  かむ	 まねを	 して	 おどしました。	 	 ぎゃあ	  22/238 
ごめんなさい。	 	 ああ	 	 こわかった。	 	 どーして  あんなに  23/261 
おこるんだろー。	 	 あかちゃんわ	 きゅーに つまらなく	 なって  24/285 
あたりを	 みまわしました。	 	 あれ	 あの	 こわ	 どこえ  21/306 






Table 1-1-4	 全対象児から得られた読速度の発達 
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Table 1-1-5	 盲学校在籍児から得られた読速度の発達 
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Table 1-1-6	 通常級在籍児から得られた読速度の発達 
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Table 1-1-7	 全対象児の両手読速度（1） 
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Table 1-1-7	 全対象児の両手読速度（2） 
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第 2 章	 縦断的にみた点字読速度の発達（研究 2）  
 





















が推察される（Mousty & Bertelson, 1985）。 
	 点字の読みは両手読みが基本とされており（文部省, 1995），盲学校の指導
においては導入段階から左右それぞれの手を使い，しかも速く読めるような
  72 
指導が行われている。しかし，左右の手の読速度に差異のある盲児もしばし





  73 
第 2 節	 方法  
 
	 1．対象児	  
	 1986（昭和 61）年度から 1995（平成 7）年度までに在籍した盲児のうち，
1年から 6年までの 6年間継続してデータが得られた盲男子 13人，盲女子 8
人の合計 21人である。 
 
  2.	 読材料と測定の方法  
	 研究 1と同一である。 
 
	 3．読速度データの分析方法  
（1）左右の手による片手読速度の優位性 
	 片手読みによる読速度の差異を検討するため，点字を読む手の優位性を示
す相対的指標，RLHS（Relative Left Handed Superiority; Mousty & Bertelson, 
1985）を用いた。この値は次式により算出される。 
 




右手の 1.5倍であることを示す。本研究では先行研究（Bürklen 1932; Fertsch, 
1947; Mousty & Bertelson, 1985）にならい読速度の左右差が 20%，すなわち，
RLHS＝0.2を基準として，この値を超えると左手優位の L型，-0.2より小さ
い値であれば右手優位の R 型，±0.2 以内なら左右差の少ない B 型と定義し
た。例えば，右手読速度が 100文字，左手読速度が 120文字の場合，RLHS=0.2
となり B型と判定される。 
  74 
【手のタイプの定義】	 
 B 型:	 左右の読速度の差が 20%以内のもの。	 
	 R 型:	 右手読速度が左手より速く，その差が 20%を超えるもの。	 











	 	 R2HG＝（両手読速度−速い手による片手読速度）／	 
速い手による片手読速度	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第 3 節	 結果  
 
	 1.	 両手読速度と速い手および遅い手による読速度  
	 Table 1-2-2と Fig. 1-2-1 は各学年における両手読み，速い手による片手読
み，遅い手による片手読みにおける 21人の平均読速度を示したものである。
速い手による片手読みを△印，遅い手による片手読みを▲印，両手読みは○
印で表した。それぞれ 3つの平均読速度と年齢の相関係数は r=0.99（t=17.849, 
df=122; p<.005）を示し，回帰直線は両手読みが y=36.3x+27.8，速い手による









F(5,100)=143.52, p<.01；速い手による片手読み	 F(5,100)=122.72, p<.01；遅い
手による片手読み	 F(5,100)=41.67, p<.01）。さらに読み方ごとに年齢間の比
較を行うため LSD 法による多重比較を行った結果，両手読み（MSe=680.98, 
p<.05）および速い手による片手読み（MSe=746.80, p<.05）において各年齢間
との平均読速度の差がいずれも有意であった。また，遅い手による片手読み
読速度（MSe=557.82, p<.05）では，8歳と 9歳間および 9歳と 10歳間を除き，
いずれの年齢間においても平均読速度の差が有意であった。次に，年齢別に
読み方における単純主効果を検定した結果，各年齢条件は読み方との要因間
に有意差があった（7歳	 F(2,40)=18.93, p<.01；8歳	 F(2,40)=30.43, p<.01；9
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の読速度間に 5%水準で有意差があった（7歳 MSe=160.84, 8歳 MSe=459.45, 
9歳 MSe=689.12, 10歳 MSe=982.09, 11歳 MSe=1358.30, 12歳 MSe=1342.14）。 
	 以上の結果から，点字読速度は両手読みと速い手による片手読みでは年齢
が高くなるにしたがって有意に向上すること，遅い手による片手読みでは 8
歳と 9歳間および 9歳と 10歳間を除いて有意に向上すること，さらに，点字
学習を開始した 7歳段階で左右の手の点字触読能力に差異が生じることがわ
かった。 
  77 
 
Table 1-2-1	 読速度に関する分散分析表 
 SS df MS F
 611082.03 20 30554.10
 981209.7 5 196241.94 141.02**
 488670.52 5 97734.10 143.52**
	 458243.81 5 91648.76 122.72**
	 116222.17 5 23244.43 41.67**
 139154.23 100 1391.54

 419137.69 2 209568.84 59.76**
 6089.56 2 3044.78 18.93**
 27964.03 2 13982.02 30.43**
 55268.6 2 27634.30 40.10**
 105338.51 2 52669.25 53.63**
 142242.13 2 71121.06 52.36**
 164161.65 2 82080.83 61.16**
 140272.02 40 3506.80
 81926.79 10 8192.68 27.58**
 59405.30 200 297.03
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 2．読みの速い手の発達的変化  
	 片手読みによる読速度の差異について対象児別に検討するため，各学年に
おける RLHSの値から優位な手の変動をみた。 
	 Fig. 1-2-2 は，各学年における B型，R型，L型の出現比率の推移を表した
ものである。1年次点では，L型が 9人（42.9%）と最も多く，B型は 8人（38.1%），
R型は 4人（19.0%）であった。その後，B型は年齢が増加するにしたがって
減少し，4年次点では 2人（9.5%）となった。この B型の減少に呼応して R
型が増加していた。一方，L型は 3年次点で 11人（52.4%）に増加したが，
B 型，R 型に比べて大きな変動はみられなかった。6 年次点では，B 型が 5
人（23.8%），R型が 6人（28.6%），L型が 10人（47.6%）であった。 
	 さらに詳細に検討するため，対象児別に型の変動をみた。Fig. 1-2-3は対象
児別の各学年次における B・R・L 型の推移である。21 人のうち RLHS の型
が 6年間変動しなかったのは， B型が 1人（4.8%），R型が 3人（14.3%），
最も多かったのは L型でその数は 8人（38.1%）であった。これは，R型と L
型の 11人（52.4%）の対象児が点字学習を開始した 1年段階で読速度の速い
手が確定していたことを示している。他の 9人（42.9%）は，B型，R型，L
型のいずれかへ変動していた。このうち 2人（9.5%）は 3年次点で B型から
R型へシフトしていた。また別の 2人（9.5%）は，B型から L型へシフトし
ていた。すなわち，この 4人は 2年から 4年までに読速度の速い手が右手あ
るいは左手に確定したことになる。残りの 5人（23.8%）は，7歳次から順に，
BLBBBB，BRRRBB，BRRRRB，LBLLLB，RBBRRR と不規則な変動を示し
た。注目すべきは，R型から L型，または L型から R型にシフトした対象児
はいなかったことである。 
	 さらに具体的に示すため，Fig. 1-2-4に代表的な 5ケースについて左右読速
度の関係を示した。横軸は右手読速度，縦軸は左手読速度を，また破線は，
RLHSが 0.2と-0.2を示している。この 2本の破線の間にある○で示した対象
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ついては，1 人は 1 年次には B 型であったが，2 年次以降は L 型に移行した
ケース，他方は 4年次に B型から R型にシフトしたケースである。 
 
	 3．読速度発達の類型  
	 以上の結果をもとに，片手読み読速度の左右差が最も大きく現れた 6年（12




（1）左右差の小さい両手型（Two hands type） 
	 6 年時点の RLHS が±0.2 以内のこのタイプは 21 人の対象児の中で 5 人で
あり，その割合は 23.8%と 3 つのタイプの中で最も少数であった。この 5 人
の両手および右手と左手の平均読速度と標準偏差は，それぞれ 268.0 文字
(SD=57.7)，226.0文字(SD=67.8)，219.6文字(SD=48.9)であった。 
	 Fig. 1-2-5は，全対象児のなかで最も読速度の速い対象児 Lの 6年間の発達
を示したものである。1年 3学期には両手読みが 100文字に達し，3年で 200
文字，4 年で 300 文字，6 年では 500 文字/分を超えている。また，片手読み
においては，いずれも右手のほうが左手より読速度は速いが，左右の手の読
速度の差異は小さく，左右差の少ないバランスのとれた優れた点字の読み手
といえる。一方，Fig. 1-2-6 に示す対象児 N の読速度は，両手読み，片手読
みのいずれも対象児 Lと同様に左右差が小さい。しかし，その読速度は 2年
で 50文字程度，3年で両手読みが 100文字，小学部卒業間近にようやく両手
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読みが 200文字を超えている。本児は左右差は小さいが，読速度の遅い両手
型である。 
（2）読速度の速い手が右手型（Right hand type） 
	 このタイプは 6年の RLHSが-0.2 以下であり，読速度の速い手が右手のも
のである。21 人のうち 6 人がこれに属し，その割合は 28.6%であった。6 人
の両手，右手，左手の平均読速度と標準偏差は，それぞれ 235.8文字(SD=20.6)，
228.2文字(SD=32.0)，116.2文字(SD=32.6)であった。 
	 Fig. 1-2-7 は，左右差は大きいが右手の読速度が 300 文字に届く対象児 G
の読速度を示したものである。6 年間の推移をみると，両手読みと右手読み
は 2年で 100文字，4年で 200文字，6年で 300文字と増加している。しかし，
左手読みは 6年でも 50文字程度であり，右手に比べ左手の読速度が遅いケー
スである。Fig. 1-2-8 は，対象児 G と同様に，読速度の速い手が右手型であ
る対象児 Hの読速度を示したものである。両手と右手の読速度に比べ，左手
は 3年で 80文字程度であり，小学部卒業時点でようやく 100文字を超えてい
た。一方，両手読みと読速度の速い右手読みは 2年でおよそ 100 文字，卒業
時点で 200文字まで向上した。しかし，同じ右手型の対象児 Gに比べ，その
読速度は遅い。 
（3）読速度の速い手が左手型（Left hand type） 
	 3 番目は RLHS が 0.2 を超える左手が読速度の速い手のタイプである。21
人の対象児のうち 10人がこれに属し，その割合は 47.6%と 3つのタイプの中
で最も多かった。10人の両手，右手，左手の平均読速度と標準偏差は，それ
ぞれ 223.1 文字(SD=50.5)，82.2 文字(SD=39.3)，220.6 文字(SD=55.2)であっ
た。 
	 Fig. 1-2-9は，左手型 10人の中で左手の読速度が最大であった対象児 Kの
読速度を示したものである。点字学習を開始した 1年時点で左手読みは 49 文
字に対し，右手読みは 22 文字であった。年齢の増加とともに読速度も増加
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 4．両手読みと速い手による片手読み  




手型と左手型は 8 歳から 9 歳にかけて 0.1 を超えているが，その後減少し，
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第 4 節	 考察  
 





立されることを示唆している。また，7 歳時点で右手優位が 4 人であったの
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 2．両手読みによる利得  
	 両手読みは，片手読みと比べて読速度が速いという結論はこれまでの研究





















	 3．読速度を高める指導  
	 点字読速度を向上させるには，適切な到達目標を設定するとともに，到達
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度の評価をすることが効果的である。点字指導書（文部省, 1995）によれば，
入門期の触読学習を終了した時点，すなわち教科学習を開始する時点で 1分





























Table 1-2-2 学年別にみた両手読み，片手読みの平均読速度と標準偏差（N=21） 
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Fig. 1-2-2	 各学年時における B・R・L型の比率の推移 
 


































Fig. 1-2-3	 対象児別にみた B・R・L型の推移 
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【両手型の 2ケース】 
 
Fig. 1-2-5	 対象児 Lの読速度（両手型） 
※	 1-1は，1年 1学期を示す。 
Fig. 1-2-6	 対象児 Nの読速度（両手型） 
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【右手型の 2ケース】 
 
Fig. 1-2-7	 対象児 Gの読速度（右手型） 
 
 
Fig. 1-2-8	 対象児 Hの読速度発達（右手型） 
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【左手型の 2ケース】 
 
Fig. 1-2-9対象児 Kの読速度（左手型） 
 
 
Fig. 1-2-10対象児 Eの読速度（左手型） 
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Fig. 1-2-12	 タイプ別に見た読速度 
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資料（研究 2） 
資料 2-1	 	 対象児 21名における各学年末の読速度と手のタイプ 
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第 3 章	 中途失明児童の点字読速度の発達（研究 3）  
 


















































第 2 節	 方法  
 
	 1.	 対象児  









であった。なお D児は 6年 2学期に盲学校から小学校に転出した。 
 


























	 ①	 左右の手による片手読速度の優位性 
	 	 	  RLHS＝（左手読速度−右手読速度）／遅い手による片手読速度 
	 ②	 点字を読む手のタイプの分類 
 B型: 左右の読速度の差が 20%以内のもの（｜RLHS｜≦0.2）。 
 R型: 右手読速度が左手より速く，その差が 20%を超えるもの 
（RLHS＜-0.2）。 
L型: 左手読速度が右手より速く，その差が 20%を超えるもの 
（RLHS＞0.2）。 
	 ③	 両手の利得 







第 3 節	 結果  
 
	 1.	 両手読速度の発達  
	 Fig. 1-3-1から Fig. 1-3-3に各学期末に測定した対象児の両手読速度と回帰
直線を示した。□印とその上方の垂線は，先天盲児群の学年末平均読速度と
+１SD である。横軸には，1 年（7 歳）から 6 年（12 歳）までを年齢で表示
した。 
（1）4年次から指導を始めた A児と B児 
	 Fig. 1-3-1は A児と B児の点字読速度である。A児（◆印）は，4年 1学期
末で 39文字，3学期末は 80文字，5年 3学期末には 143文字，6年 3学期末
には 193文字であった。B児（◇印）は，4年 1学期末に 40文字，3学期末
には 90文字，5年 3学期末には 140文字，そして 6年 3学期末では 186文字
まで読速度が向上した。両者の回帰直線はほぼ重なっており，その勾配は，
先天盲児群の 35.8に対して，A児は 59.3，B児は 51.6を示し，先天盲児群と
比較した読速度発達の割合はそれぞれ 1.7 倍と 1. 4 倍であった。6 年 3 学期
末の読速度は，先天盲児群の平均には到達しなかったが両者とも-1SD以内で
あった。 
（2）5年次から指導を始めた C児と D児 
	 Fig. 1-3-2に C児と D児の結果を示した。C児（△印）は，5年 1学期末が
29文字，３学期末が 71文字であり，6年 3学期末には 134文字まで向上した。
しかしこの値は，先天盲児群の平均 235.8 文字の−１SD にあたる 164.4 文字
には達しなかった。D 児（▲印）は，転入した 5 年 9 月当初の読速度は 35
文字であった。その後 2学期末に 75文字，5年 3学期末に 108文字，転出直
前の 6年 5月半ばには 142文字となった。回帰直線から得られる 6年 3学期
末の予測値は 210文字となり，先天盲児群の平均とほぼ同じ読速度となった。




割合はそれぞれ先天盲児群の 2.4倍と 3.0倍であった。 
（3）6年次から指導を始めた E児・F児・G児 
	 Fig. 1-3-3は E児，F児，G児の結果である。E児（●印）は 1学期末に 36
文字であったが，2学期末には 182文字，3学期末には 194文字となった。F
児（○印）は 1 学期に線たどりと文字導入を経て文章読みに入り，5 月末の
測定で 52文字，1学期末には 123文字に達した。さらに 2学期末に 186文字，
3 学期末には 238 文字を記録し，先天盲児群の平均を超えた。両者とも 1 年
間で 200 文字に達する読速度であった。回帰直線の勾配は 204.0 と 237.9 を
示し，先天盲児群の 5.7倍 6.6 倍とであった。一方，通常学級で学ぶ G児（×




	 2.	 集中指導の効果  
	 本節では，集中指導を実施した 5人の読速度を詳細に検討した。 
（1）4年 B児への指導（Fig. 1-3-4） 
	 B 児には 4年転入直後の 4月から導入指導を開始し，文章読みが可能にな
った 1 学期末の結果は，両手読みは 40 文字，右手読みと左手読みはともに
29文字であった。夏休みを挟み，9月最初の測定では両手読み 37文字，右手
読み 43 文字，左手読み 40 文字で大きな変化は見られなかった。その後 12
月までに 13回の指導を行い，2学期末には両手読み 67文字，右手読み 84文
字，左手読み 68文字を記録した。冬休み直後は両手読み 69文字，右手読み
74文字，左手読み 64文字とやや減少したが，9回の指導の結果，3学期末に
は両手読み 90文字，右手読み 100文字，左手読み 77文字まで向上した。そ





右手読み 53.1，左手読み 32.7であるが，集中指導期間の 4年 2学期末はそれ
ぞれ 187.1，213.2，151.3，また 3学期末は 134.2，134.9，131.5であり，その
値は 3カ年の勾配の 2.5倍から 3.5倍を示した。 
（2）5年 D児への指導（Fig. 1-3-5） 
	 5年 2学期に転入した D児はすでに導入段階を終了して文章読みが可能で
あり，9月当初の読速度は両手読み，右手読み，左手読みの順に，35文字，
40文字，25文字であった。その後 10回の指導を行った結果，2学期末には
両手読み 75文字，右手読み 87文字，左手読み 85文字となった。さらに 3
学期末は両手読み 108文字，右手読み 97文字，左手読み 116文字まで向上し
た。6年次には，転出する 5月末まで 4回の指導を行い，最後の記録は両手
読み 142文字，右手読み 125文字，左手読み 116文字であった。9カ月間の
読速度から得られた回帰直線の勾配は両手 154.0，右手 130.1，左手 112.2を
示した。 
（3）6年 E児，F児，G児への指導 
	 Fig. 1-3-6に E児の読速度を示した。本児は 4月から 6月までの 3カ月を点
字導入指導に費やし，1学期末に初めて読速度の測定を行った。その結果，






い，卒業直前には両手読み 187文字，右手読み 70文字，左手読み 182文字に
到達した。回帰直線の勾配は，両手読みが 203.2，左手読みが 195.8に対して，
右手読みは半分以下の 92.8であった。 





み 56文字であった。その後の 2カ月間に 9回の指導を行った結果，両手読み
123文字，右手読み 95文字，左手読み 122文字で 2倍以上に向上し，この間
の回帰直線の勾配はそれぞれ 778.7，514.8，589.0と，左右の読速度とも同じ
ような推移を示した。夏休み後の 2学期最初の測定では，両手読み 183文字，




	 一方，G児（Fig. 1-3-8）は E児および F児とは異なる推移を示した。本児
も E児と同様，1学期末に初めて読速度を測定したが，その値は両手読み 24
文字，右手読み 17文字，左手読み 20文字であり，E児のおよそ 60%であっ




みは 74文字，右手読み 83文字，左手読み 57文字であり，100文字に達する
ことはできなった。 
 




	 Fig. 1-3-9は 7人の右手と左手の読速度の相関図である。なお集中指導を行





と L 型の境界となる RLHS が 0.2 と-0.2 を示し，これらの中間に位置すると
左右差の小さい B型と定義される。 
	 左手に麻痺のある A児（◆印）の右手読速度は，4年 1学期末の 39文字か
ら 6 年 3 学期末には 205 文字まで横一直線に向上したが，左手読速度は 20
文字に達しなかった。本児の R2HGは 5年 1学期と 6年 2学期にそれぞれ 0.15
と 0.09の正数を示したが，その他の値は負数であった。これに対して 6年 4
月から指導を開始した F児（○印）では，文章読みが可能になった 5月末か
ら 7月当初までの RLHSの値は B型に近い 0.2〜0.4の間で推移していた。そ





な発達を示した。1 学期末は右手読み 20 文字，左手読み 33 文字で RLHS は
0.65と小さいが，夏休み直後には，右手読み 31文字に対して左手読みは 106
文字となり，RLHS は 2.42 を示した。2 学期の集中指導で左右差を縮める指
導を心掛けたが，6年 3学期末では右手読み 70文字，左手読みは 182文字で
RLHS は 1.60 であり，大きな変化は見られなかった。B 児，C 児，D 児，G
児の 4 人については，いずれも RLHS が概ね-0.2 と 0.2 の間にあり，左右差
の小さい B型を維持していた。なお，集中指導以降の 6年 3学期まで測定デ
ータがある B 児は，5 年から 6 年にかけて右手優位になったが，6 年 3 学期










末には B型に戻り，R2HGは 0.19を示した。5年 D児（▲印）は 3回の測定
ともに B型であるが，5年 2学期・3学期の R2HGは負数であった。その後 6
年 5月末には 0.14を示していた。5年 C児（△印）では最初の記録は両手読
み 29 文字，右手読み 14 文字，左手読み 36 文字であり，RLHS は 1.57 の L
型，R2HGは-0.19であったが，その後左右差は縮まり，R2HGも正数に転じ
た。6年 G児（×印）の R2HGは 3回ともに正数を示しており，13回の測定
のうち 8回は正数であった。しかしながらこれらの 4人は，左右差は小さい
が R2HG は一定せずに負数を示すこともあった。1 年間で読速度が大幅に伸
びた 6年 F児（○印）と E児（●印）は，Fig. 1-3-9から分かるように左手読
みは 200文字に達するが，右手読みは 100文字前後であり，左手優位の L型
を示していた。Fig. 1-3-10 の R2HG を見ると，E 児は 0.09，0.10，0.03 と正
数であるが，全 21 回の測定のうち 14 回は負数であった。また F 児は 0.01，
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指摘できる。特に 6年次の 1年間で先天盲児群の平均を超えた E児は 6.6 倍，
また F 児は 5.7 倍を示しており，両者とも 1 年間で 6 年分の発達を示したこ
とになる。小学校の通常学級に在籍していた G 児も先天盲児群の勾配 35.8













	 2．常用文字の決定  
	 今回の対象児は大きく 2つに分類できる。1つは，1年から盲学校在籍の A



















	 3．集中指導の効果  
	 指導効果について，4 年次で集中指導を実施し，その後 6 年次までデータ
がある B児の事例から検討したい。B児は 4年 1学期の基礎指導を経て夏休
み後の 2学期に 13回，3学期に 9回行った。この間の回帰直線から得られた
両手読速度の勾配は 2学期が 187.1，3学期は 134.2であり，その後 3カ年の































































j /gRhgih @9L @P%T9O 5Vi[3,( $&Q8 2&Ii>CfSK&
k /gRhgih @9L =9O`?W$&T9O@P _0 
l /gRhgih 	@9L =9O`?W$&T9O	@P _0
m /g6hgi.\h 	@9L =9O`?W$&	@P9L T9O#_0iG <0D<"X*i
@P	JM _1 







@9L =9O`?W5ViT9O!EZU]a 'ANOD<i)9b$&T9O#09 























































































































































































































































































































































































































































Fig. 1-3-9	  左右読速度の関係 
RLHS= 0.2 

































































  	 
     
     
     
  	  	 	
	  
  	 
	 
 	   








































































     
 	
  	  




    
   	 	 	
   	  
	    
 
	   
  











































































   








	  	  
 
	   











































































    	 
 
 
   
  
 	 	 

















































































	    
 
	 
	    
	  





















































































     
 
   	 
  	 























































































   
	 	  	  
	 




































































第 4 章	 第 1 部の総合考察  
 

























































Bertelson（1985）の文献に出会い，左右差の指標である RLHS(Relative Left 
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第 2 部	 点字読み熟達者の読速度に関する研究  
 
第 1 章	 点字読み熟達者の読速度（研究 4）  
 
第 1 節	 目的  
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第 2 節	 方法  
 
















「点字能力検定規則」の 1級である 1分間の読速度が 351文字以上を熟達者





	 2．対象者  
	 対象者は，男性 19人，女性 17人，計 36人であり，その詳細を Table 2-1-4
  138 
に示す。調査実施時の平均年齢は 39.0歳（SD=13.2）であり，最高齢は 62歳，
最低は 16歳であった。また利き手は，右手が 35人（97.2%），左手が 1人（2.8%）
であった。対象者の職業は，理療業が 11 人（30.6%），教員と学生・生徒が
それぞれ 8人（22.2%），点字出版職員が 6人（16.7%），無職が 3人（8.3%）
であり，全員が盲学校小学部 1年時から点字を使用していた。 
	 なお，本データは 1997年から 2010年までに収集したものであり，このう
ち過去の全日本点字競技大会速読の部での優勝経験者 13人が含まれる。 
 
	 3．課題文と測定方法等  
（1）課題文 
	 読材料の課題文には，1997年 5月，毎日新聞朝刊に連載された紀行文を用













（Relative Left Handed Superiority，Mousty & Bertelson，1985）を算出した。 
そして，右手型と左手型の特徴を検討するため，手のタイプと点字を読む手
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 1．最高読速度  
	 36人の平均読速度は，424.2文字（SD=69.5）であった。対象者の中で最高
を記録したのは，40歳男性の両手読みによる 675文字である。この対象者は
準備した課題文の両面全て（667 文字）を 59.2 秒で読み切ったため，675 文
字は，1分間に換算した数値である。これは 1976年に記録された全日本点字
競技大会の最高である 628文字を 48文字上回っていた。第 2位は 45歳男性





	 2．点字を読む手のタイプ  




629文字であるが，もう１人は対象者の中で 32番目の 358文字であった。 
  141 
	 次に，タイプ別に 3つの読み方による読速度を検討した。Fig. 2-1-3は各タ
イプの平均読速度と標準偏差を示したものである。両手型を示した 2人の両
手読速度は前述した通りであるが，片手読みを見ると，1 人が右手読み 517
文字，左手読み 501文字，もう 1人は右手読み 218文字，左手読み 236文字
であり，読速度の速い手が異なっていた。2 人の平均は，両手読みが 493.5
文字（SD=135.5），右手読みが 367.5 文字（SD=149.5），左手読みが 368.5 文
字（SD=132.5）であった。 
	 右手型 18人の平均は，両手読み 440.9文字（SD=69.2），右手読み 380.3文
字（SD=52.3），左手読み 232.1 文字（SD=47.4）であった。また 18 人全員が
速い手の右手読速度より両手読速度が上回っていた。これに対して左手型に

























Table 2-1-1	 手のタイプと点字を読む手の 2要因混合計画による分散分析表 
 S.V          SS        df       MS        F

 45063.8431 1 45063.8431 7.40  *
 Sub    194768 32 6086.5
	
 939525.7132 2 469762.8566 252.54 **
 16531.2426 2 8265.6213  4.44  *
 SxB     119049.2083 64 1860.1439
Total   1314938.007 101 +p<.10 *p<.05 **p<.01  
 
 
	 3．タイプ別に見た片手読速度の関係  






の 1人は右手読速度が 236文字，左手読速度が 218文字である。なお，この




例えば右手 200 文字に対し，左手 100 文字のように左右読速度の比が 2 対 1
を示す境界線である。右手型 18人の RLHSの平均は-0.70（SD=0.38）であり，





	 RLHS=.2 の実線より左上に位置する□で示した左手型は 16 人である。右
手型と同様に左上の破線は，左右の比が 2 対 1 の境界となる RLHS=1.0 を示
している。16 人の RLHS の平均は 2.21（SD=2.28）で，右手型より読速度の
左右差が大きかった。RLHSが 0.2と 1.0の間に分布する左右読速度の比が 2







	 4．両手読みと片手読みの関係  












1人は右手読速度が 218文字，左手読速度が 236文字，abs-RLHSは 0.08であ
り，両手読速度が 358文字，R2HGは 0.52と対象者の中で最大であった。も
う 1人は右手 517文字，左手 501文字，両手 629文字，abs-RLHSは 0.03で，
R2HGは 0.22であった。両名を比較すると最高読速度の差は大きいが，両手
の利得は全対象者の平均 0.13（SD=0.11）に比べていずれも高い値を示して
いた。また R2HG の平均は 0.37（SD=0.15）となった。▲で示した右手型 18
人の相関係数は r=.68 であり，有意であった（F(1,16)=13.43, p<.01）。R2HG
の平均は 0.16（SD=0.07）であり，全員に両手による利得が見られた。R2HG
が最高値を示した対象者は，右手読速度が 344文字，左手読速度が 237文字，
両手読速度は 438 文字であり，abs-RLHS が 0.45，R2HG は 0.27 であった。
最低の対象者は，右手読速度が 392文字に対して左手読速度は 134文字で，
両手読速度は 396 文字，R2HG は 0.01 であり，abs-RLHS は 1.93 と右手型の
中で最大であった。これに対して□印の左手型 16 人の相関係数は r=.40 で，
有意な差は認められなかった（F(1,14)=2.75, p>.10）。R2HG の平均は 0.07
（SD=0.08）と右手型に比べて両手の利得は低く，個人差が大きかった。R2HG
が最大であったのは，右手読速度 213文字，左手読速度 343文字，両手読速
度 443文字の対象者で，abs-RLHSは 0.61，R2HGは 0.29であった。一方 R2HG
が負数を示した対象者が 4 人おり，このうち 3 人の RLHS はそれぞれ 8.67，
5.69，3.62を示しており，左右差が極端に大きい対象者であった。さらに R2HG
  145 
の値が 0.1，すなわち両手による利得が 10%を超えた対象者に着目すると，












Table 2-1-2	 タイプ別に見た R2HGに関する分散分析表 
 S.V SS df  MS  F
	
 0.1844 2 0.0922   13.62 **
 Sub    0.2233 33 6086.5
Total   0.4077 35 +p<.10*p<.05 **p<.01  
 
 
	 5. 点字指導と両手のメリット  
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 考察  
 
	 1.	 熟達者の点字読速度  




















	 2.	 点字を読む手のタイプ別に見た特徴  
（1）両手型 
	 片手読速度の左右差が 20%以内と定義したこのタイプは 2人（5.6%）であ
  148 
り，熟達者の中では少数であることが分かった。1人（45歳）は全対象者の









型に比較して R2HG が有意に大きいことが示されたが，両名の値は 0.52 と
0.22であり，全対象者の平均 0.13を大きく上回っていた。 
（2）右手型と左手型 
	 片手読速度の差が 20%を超える右手型は 18 人（50.0%），左手型は 16 人
（44.4%）であり，その比率に差は見られなかった。ここで Table 2-1-3に示
したタイプ欄の右手型と左手型の分布に着目すると，例えば最高読速度 400
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せて両手を使用していることを示しているが，必ずしも左手も右手も同等に
使うことを意味するものではない（草島, 1983; Millar，1997）。結果から得ら
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Table 2-1-4	 対象者の性別，年齢および利き手 
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Table 2-1-5	 全対象者の読速度，RLHS，点字を読む手のタイプ， 
および R2HG等の結果 
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Fig. 2-1-2	 点字を読む手のタイプ（N=36） 









































































Fig. 2-1-4	 片手読みによる読速度の関係 
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Fig. 2-1-5	 abs-RLHSと R2HGの関係 
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Fig. 2-1-6	 タイプ別に見た点字導入時の手の指導（人） 
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資料（研究 4） 
資料 2-1-1	 読速度測定に使用した課題文 
出典	 及川ひろみ著「宍塚大池を 21世紀へ」 
【両手読み用読材料】 






	 おそらく関東でも 1，2を争う貴重な里山であろう。 
	 宍塚大池は 3本の谷津をせき止めて造られた「大」の字の形をした面積約












	 こうした昔ながらの環境には，昔ながらの多くの動物や植物が今も元気に』	 	  
※カナ文字数 674文字 
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【右手読み用読材料】 




















	 また，これまでに約 50種のトンボが』	 	  
※カナ文字数 665文字 
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 【左手読み用読材料】 






















                                                ※カナ文字数 683文字
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第 2 章	 点字読み熟達者の点字を読む手の軌跡による研究（研究 5）  
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第 2 節	 方法  
 
	 1．対象者	  
	 研究 4の対象者のうち，ビデオ撮影が出来なかった 1人を除く 35人の他に，
新たに 1人を追加した。得られた対象者は男性 22人，女性 14人，計 36人で
ある。調査実施時の平均年齢は 39.0 歳（SD=13.6），最高齢は 62 歳，最年少
は 15歳で，利き手は右手 35人（97.2%），左手 1人（2.8%）であり，全員が
盲学校小学部 1年時から点字を使用していた。 
 





	 研究 2と同様に，片手読みの左右差の程度を示す RLHSを算出し，この値
が 0.2を超えたものを左手型（以下，L型），−0.2より小さいものを右手型（以
下，R 型），±0.2 以内を両手型（以下，B 型）と定義して分類した。その結














数を算出した。その際，課題文の第 1 パラグラフ 7 行のうち，2 行目から 6
行目までを使用した。これは，1 行目は行頭に両手を置くように指示を与え
たこと，また改行する 7行目はマス数が少なくなることから，いずれも手の
使い方に影響することを考慮したものである。5 行分の総マス数は 141 マス
で，1行あたり 28.2マスであった。軌跡解析の例を Fig. 2-2-1に示した。 
	  






	 2 つの型について，読速度の左右差と両手読みの利得を，Welch の方法に
よる t検定を行った。	  
 
 
  167 
第 3 節	 結果  
 
	 1.	 出現した軌跡パターン  
	 36 人の軌跡パターンを草島（1937，1983）・熊沢（1969）に倣って第Ⅰ型
から第Ⅷ型に分類した。その出現率を Fig. 2-2-2 に，また各パターンの特徴






































した読み方が観察されたので，これを第Ⅵ型とした。その結果，B 型 1 人と
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のである。第Ⅰ型と正反対の動き，すなわち左手だけが触読指として働き，
右手は行末部分でわずかな動きを見せるだけで停留し，行移しは左手のみで





（Fig. 2-2-12）のみ 1人（3%）が該当した 
 
	 2．手の使い方タイプ別に見た軌跡とその特徴  
	 次に対象者の手の使い方タイプ別に見た軌跡からその特徴を検討した。 
（1）B型 
	 Fig. 2-2-13 は B1が読んだ課題文の 1行目から 10行目までの軌跡を示した
ものである。この対象者は，両手読速度が 629文字，右手が 517文字，左手
が 501 文字であり，2 番目に読速度の速かったケースである。測定開始時に
両手を置くように指示した 1行目と，改行により文字数の少ない 10行目を除
き，その他の行には「左手読み」「両手併行」「右手読み」が観察された。 
	 Fig. 2-2-14 に示した B2は 15歳と最年少ながら，両手読速度が 495文字，







	 B3は両手読速度が 358文字，右手が 218文字，左手が 236文字で，B型で
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はあるが読速度は下位に位置していた。この対象者は左手が右手よりも速い




	 R 型を示した 17 人では，14 人に B 型と同じ「左手」「両手併行」「右手」
の 3つの使い方が観察された。ここでは全対象者 36人中で最も読速度が速か
った R1と，これ以外の軌跡を示した 3人の対象者を検討した。 
	 R1は，両手読速度が最高の 675文字であり，右手が 547文字，左手が 286
文字であった。B型の 3人と同様に，1行目を除き，全ての行で「左手」「両
手併行」「右手」が観察された（Fig. 2-2-16）。 









	 Fig. 2-2-19は，R型では左右差が最も大きかった対象者 R13の軌跡である。
両手が 396文字，右手 314文字，左手が 134文字で，RLHSは-1.93を示した。
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 L 型は 16 人である。このうち 7 人は B 型と同じ「左手」「両手併行」「右
手」の 3 つの使い方が見られた。9 人は L 型特有の軌跡であったので，その
代表例を取り上げた。 
	 Fig. 2-2-20は，L型で最も読速度が速かった対象者 L1の軌跡である。その









	 L11は読速度が両手 377文字，右手 61文字，左手が 330文字で，RLHSが
4.41 であった。段落末の 10 行目は左手だけであるが，その他の行は行頭か
らの大部分を左手で読み，行末のわずかを右手が読んでいる軌跡であった。
この対象者にも右手による読み方は全く観察されなかった（Fig. 2-2-22）。 
	 Fig. 2-2-23は，ただ１人左手のみしか観察されなかった対象者 L11の軌跡
である。読速度は両手 424文字，左手 434文字に対して，右手はわずかに 45
文字であり，RLHSは 8.67と 36人の中で最大であった。 
 
	 3．点字を読む手の定量的検討  
	 手の使い方を定量的に検討するため，1 行あたり平均 28.2 マスについて，
「左手」「両手併行」「右手」それぞれの方法で読んだマス数を求めた。Fig. 
2-2-24 は，各対象者の 1 行を読む際に使用した手の使い方の割合（%）を示
したものである。これらについて各対象者の RLHS の値に基づく B 型 




	 Fig. 2-2-24の上段の B1から B3に B型 3人の結果を示した。B1は，行頭
から 5.4マス（19.2%）を左手，行中央の 12マス（42.6%）を両手併行，行末















手を浮かせ，右手が行頭から読み進めていた。R17 は両手併行が 14.8 マス
（52.5%），右手が 13.4 マス（47.5%）でその割合はほぼ等しかった。R11 の
RLHS は-0.81 であるが，R13 は R 型で最大の-1.93，R17 は-1.01 を示してお
り，この 2 人は左手読速度が右手読速度の半分以下の対象者であった。3 人
とも読速度の遅い左手を使う場面は観察されなかった。 
（3）L型 
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 Fig. 2-2-24の下段は，L型 16人の手の使い方を示したものである。L2，L3，
L7，L8，L9，L14 の 6 人（37.5%）には，B 型と同様に左手，両手併行，右
手の読みが観察された。一方，その他の 10人（62.5%）には読速度の遅い右
手読みは全く観察されなかった。L15 を除く 9 人の RLHS を見ると，その値

















よび L型より右手で読んだ割合が有意に高く，また B型も L型よりその割合
は有意に高かった（MSe=109.82，p<.05）。次に，手のタイプ別に使用した手
の割合について単純主効果を検定した結果，B 型では使用した手の割合に有
意差はなく，R型と L型で有意差があった（R型 F(2,66)=5.71，p<.01；L型 
F(2,66)=8.25，p<.01）。LSD法による多重比較の結果，R型では左手を使用し







Table 2-2-1	 手のタイプと使用した手を要因とした 2要因混合計画に 
よる分散分析表 
 S.V SS df  MS  F
A
	 128.4051 2 64.2026    6.84 **
 Sub    309.8388 33 9.3891
B
 842.2107 2 421.1053    1.13 ns
 AxB 10171.7518 4 2542.938   6.85 **
 SxB 24492.7323 66 371.102




	 4．左右差・両手の利得との関係から見た新たな分類  
（1）両手活用型と非両手活用型 
	 対象者の軌跡を検討した結果，草島（1937，1983）や熊沢（1969）が分類





による分類である。なお，Fig. 2-2-24 に示した対象者 L9 は行末の 0.8 マス 
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(3%)を右手で読んでいたが，右手使用は 1行のみで他の行には全く観察され
なかったので，非α型に分類した。その結果，α型は 22 人（61.1%），非α
型は 14 人（38.9%）となった（Fig. 2-2-26）。さらに手のタイプ別に見ると，
α型には，L型 16人中 5人（31.3%），R型 17人中 14人（82.4%），B型 3人
中 3人（100%）が，これに対して非α型には，L型 11人（68.7%）と R型 3
人（17.6%）が含まれた。 
（2）読速度の左右差 
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第 4 節	 考察  
 
	 1.	 草島・熊沢による軌跡パターンの分類  




















第Ⅳ型が有効であるから，これを推奨したい」という 2 つの型ではⅣ型に 1
人（3%）しか該当しておらず，草島の推奨する読み方とは異なる結果となっ
た。 
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だけの読み方が多く出現し，逆に L型では不得意な右手読みは 16人の内の 6







併行させる第Ⅳ型を示した L10 の左手読速度は 379 文字，右手読速度は 123






































	 4．効率的な両手の使い方  
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Table 2-2-2	 対象者の点字読速度に関するプロフィール 
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Fig. 2-2-1	 軌跡解析の例 
（左手読みは細実線，両手併行は太実線，右手読みは破線の箇所である。定
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Fig. 2-2-2	 草島（1983）・熊沢（1969）によるパターンの出現率 
（Ⅴ型変形とⅥ型変形は，筆者が新たに分類した型） 
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Fig. 2-2-4	 第Ⅱ型（前半両手，後半右手：対象者 R17） 
 
 
両手並行	 右	 手	 左	 手	 
両手並行	 右	 手	 左	 手	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Fig. 2-2-6	 第Ⅳ型（両手併行：対象者 L10） 
 
 
両手並行	 右	 手	 左	 手	 
両手並行	 右	 手	 左	 手	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Fig. 2-2-8	 第Ⅴ型変形（行頭のみ左手：対象者 L1） 
 
 
両手並行	 右	 手	 左	 手	 
両手並行	 右	 手	 左	 手	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Fig. 2-2-10	 第Ⅵ型変形（中程に両手併行：対象者 L3） 
 
両手並行	 右	 手	 左	 手	 
両手並行	 右	 手	 左	 手	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Fig. 2-2-12	 第Ⅷ型（行頭のみ両手併行：対象者 R11） 
 
 
両手並行	 右	 手	 左	 手	 
両手並行	 右	 手	 左	 手	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Fig. 2-2-24	 タイプ別にみた 1行あたりの手の使い方 







































































































































Fig. 2-2-28	 両手活用型・非両手活用型別に見た 
両手読みの利得（R2HG）の比較 
  204 
資料（研究 5） 
対象者別の 1行あたり手の使い方の割合 
     















 	  
  	 









   	 	 	
 	
	 	 	  
  

   	 
 
	 	
     	 
  	 
   	
   
 		  

      	





      
    		  




	 	 	    

     	 
  
   		 
  	   	 
  

   	 
	
  
	   	 
      
	    	  

 	 	  
 	
 		
    	 		 
	
 
   	  

  	   
 
    	  
    	  
    
	 
 




   	
 





第 3 章	 画像解析による非読書時間に関する研究（研究 6）  
 






Henderson, & Truan，1979)。 





摘している（Bertelson，Mousty, & D'Alimonte, 1985; Millar, 1987; Foulke, 1991; 






が重要である。いわゆる「両手の利得」である（Mousty & Bertelson, 1985）。 


























第 2 節	 方法  
 









	 対象者の点字を読む手のタイプは，B型が 3人（8.3%），R型が 17人（47.2%），
L 型が 16 人（44.5%）であった。また，対象者の両手読みのビデオ画像から
両手活用型と非両手活用型に分類した結果，36人のうち，両手活用型に B型
は 3人全員（100%），R型 17人中 14人（82.4%），L型 16人中 5人（31.3%）




	 2．画像解析の方法  
（1）使用ソフト 
	 対象者の両手読みと片手読みから得られたビデオ画像を，動画編集ソフト
Adobe Premiere Elements 9（Adobe，2010）に取り込み，１秒 30コマの速度で














































	 3．分析方法  








第 3 節	 結果	 
 
	 対象者を両手活用型，非両手活用型に分類し，片手読みと両手読みの分析




	 １．読み方別に見た非読書時間  
（1）非読書時間とその比率 
	 全対象者 36人の片手読み非読書時間の総計を測定した結果，利き手の平均
は 6.62秒（SD=2.34）に対して非利き手は 7.76秒（SD=1.92），速い手の 8.17
秒（SD=1.76）に対して遅い手は 6.20 秒（SD=2.19）であり，制限時間の 60
秒に対する割合は，それぞれ 11.0%，12.9%，13.6%，10.3%を示した。両手
読み非読書時間は 6.41 秒（SD=2.59）で，その割合は 10.7%となり，いずれ
の読み方も 10%を超えていた。また両手読みでは全員が裏面まで読み進めて
おり，裏返し時間の平均は 1.62 秒（SD=0.41）であった。速い手による片手
読みでは 359文字以上を読んだ 20人が，また遅い手では B1のみが裏面まで
読み進めていた。 
（2）利き手と非利き手による非読書時間の比較 








（F(1, 34)=77.84, p<.01），また非利き手では r=-.69と中程度の負の相関が見
られた（F(1, 34)=31.37, p<.01）。利き手の非読書時間が最も小さかったのは R
型の対象者 2名の 0.27秒であった。このうち両手活用型である 1人の読速度






（Fig. 2-3-2）。右手が速い対象者は B型 2人と R型 17人の 19人であり，左
手が速かったのは，B型 1人と L型 16人の 17人である。結果は，速い手が
















Table 2-3-4	 読みの速い手と遅い手，両手読みにおける 
1行あたり非読書時間に関する分散分析表 
 S.V SS df  MS  F
 Sub    2.4670 35 0.0705
	
 4.5497 2 2.2749  51.31 **
 Sub    3.1037 70 0.0443




活用型に分けて比較した結果を Fig. 2-3-3 に示した。速い手による 1 行あた
り非読書時間は両手活用型（22人）が 0.43秒（SD=0.09）であり，非両手活
用型（14人）では 0.39秒（SD=0.07）とその差は小さかったが，両手読みで





有意差はなかったが（F（1, 34）=1.33, p>.10），両手において 1%水準で有意
であった（F（1, 34）=51.95，p<.01）。また，手の型別に読み方の単純主効果
を検定したところ，両手活用型では 1%水準で有意であった（F（1, 34）=88.51, 








 0.1423 1 0.1423   17.83 **
 Sub    0.2714 34 0.0080

 0.3321 1 0.3321 49.43 **
 0.2645 1 0.2645 39.36 **
 SxB 0.2284 34 0.0067
Total 1.2387 71 +p<.10*p<.05 **p<.01  
 
 
	 2. 両手読みにおける読書時間  
（1）両手読みに観察された手の使い方 













手併行・右手による読み方が現れる両手活用型の 22 人（B 型 3 人，R 型 14
 214 
人，L 型 5 人），下段はこれらの一部しか現れない非両手活用型の 14 人（R
型 3人と L型 11人）の結果である。読書時間の最高は両手活用型 B2の 58.4
秒で，最低は非両手活用型 L1の 48.01秒であった。また図右側に示した■は
同時読みが観察された時間を示すが，両手活用型では 22人全員に，非両手活
用型には 1 人も現れなかった。両手活用型 22 名の同時読み平均時間は 3.13
秒（SD=2.40）で，最大は R7 の 9.33 秒，次いで両手読速度が最速の R1 の
7.63 秒であり，5 秒を超えたのはこの他に R2 と R14 の 4 人であった。最小
は L7の 0.10秒であった。 
（2）同時読みと両手の利得 
	 次に両手活用型の R型 14人と L型 5人との同時読み時間を比較した（Fig. 
2-3-6）。R型の平均 4.12秒（SD=2.33）に対して，L型では 0.62秒（SD=0.58）
と小さかった。ここで，両者の平均値の差の検定を行った。分散の大きさが





第 4 節	 考察  
 
	 1.	 非読書時間  
（1）制限時間に対する非読書時間の比率 
	 60秒の制限時間のうち，非読書時間の比率はいずれの読み方も 10%を超え
ていた。両手読みによる非読書時間 6.41 秒には裏返し時間の 1.62 秒が含ま
れるので，これを差し引いた時間は 4.79秒となり，60秒に対する割合は 7.98%






（2）片手読みの 1 行あたり非読書時間 
	 「運動機能に優れた利き手が行移し動作も速いので，点字読みは利き手が
良い」と強く主張した対象者がいた。しかし利き手と非利き手の非読書時間












（3）両手読みの 1 行あたり非読書時間 
	 では両手を使うことによって非読書時間はどの程度減少するのか。速い手



















	 2.	 両手読みによる同時読み  
	 両手読みでは右手が前の行の終わりをまだ読んでいる間に，左手が次の行
を読み始めるという「同時読み」は，以前から多くの研究者（Bertelson at el. , 




ある。さらにその時間は右手型の 4.12 秒に対して左手型は 0.62 秒と短く，
その差は有意であった。行末を読む右手読みの時間に着目すると，11.4秒の
L2 を除く 4 人は 2.7〜5.3 秒と短かった。これは同時読み時間，すなわち L2












Mousty（1989）と Bertelson at el.（1985）はこれを支持し，我が国では黒川
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Table 2-3-2	 片手読みにおける分析結果	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Table 2-3-3	 両手読みにおける分析結果 
@E)+ 4E5S 9E)+ :FV+ VGF[ \VGF[ UY#F[ S%0\VGF[ L?M
 	 	
	  





 	 	   















  	 	
 





   






 	   



















 	  
  














  	 	






























  	 	    	  








 	  

   	 
 	 


















    
 	 	 	 
  	












  	 	   	
 	 	 
 
 
       	
 





 	    	 
   
 	 











^6_   
      
 
 	
    	
 
 	 	 
	  






















  	 
 
	





























































































































































































+,-.! /! ,!0! ,!
 
 
Fig. 2-3-4	 両手読みに観察された手の使い方 
（対象者 R1，○を付した部分が同時読み） 
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第 4 章	 第 2 部の総合考察  
 






回から 1998（平成 10）年の第 32回まで毎年，我が国の点字制定記念日であ
る 11月 1日の直後に開催されてきた。その 100年目にあたる 1990年の記念
大会は過去の成績優秀者を集めて実施され，最優秀者には，ルイ・ブライユ
の地を訪ねるパリ旅行が副賞であったという。残念ながら参加者の減少を理







の読速度は 1976年に記録された 628文字であることが分かった（資料 6-2）。 

































  230 
う手の使い方が最も合理的で，その成果として両手を活用することによる利
得が大きくなったことである。さらに研究 6においては，両手活用型はロス
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注 1：横軸の数字は大会数で，第 1回は 1967年，第 32回が 1998年であり，	  
	 	 	 第 33回は 2009年に開催された。 






第 3 部	 効率的な両手読みを意図した点字指導法に関する研究  
 
第 1 章	 文部（科学）省著作国語点字教科書に見る点字触読指導法（研
究 7）	 
	  


































第 2 節	 方法  
 
	 1．点字教科書における点字触読導入教材の比較  






	 （1）1929（昭和 4）年発行教科書「盲学校初等部国語読本」甲種，乙種 
	 （2）1949（昭和 24）年発行教科書「よにんの	 いいこ」 
	 （3）1963（昭和 38）年発行盲学校小学部国語学習指導書 
	 （4）1968（昭和 43）年発行教科書 
	 （5）1973（昭和 48）年発行教科書 
	 （6）1983（昭和 58）年発行教科書 
	 （7）1996（平成 8）年発行教科書 
	 （8）2002（平成 14）年および 2005（平成 17）年発行教科書 
























	 2012（平成 24）年 3月 17日から 4月 27日 
 237 
第 3 節	 結果  
 
	 1．点字教科書における点字触読導入教材の比較  







































	 	 （イ）点が区別しやすいこと。 
	 	 （ロ）文字を児童の親しめることばと連絡すること。 






































（2）1949（昭和 24）年発行教科書「よにんの	 いいこ」 
	 戦後最初に完成したのが盲学校小学部国語科第 1学年用教科書「よにんの	 
















































	 	 （オ）上下左右の中から 2 方向を組み合わせて左上，右下というような
位置の定位をする。 
 242 
	 	 （カ）円・三角・四角など簡単な図形を弁別する。 





	 第１段階で「ア・ニ・ナ・イ」の 4文字，第 2段階で「フ・レ・ウ・メ」
の 4文字，第 3段階で「ヤ・カ・ク・ヌ・ハ・ユ」の 6文字，第 4段階で「ヒ・
ヲ・ン・ワ・オ・ラ・エ・ル」の 8文字，第 5段階で「リ・ロ・ス・ネ・キ・
ヨ・ノ・サ」の 8文字，第 6段階で「タ・コ・チ・ソ・ト・シ・ム・ヘ」の







































るための米国製凸版複製機）で作成された教材が 5 点加わった。このうち 4










































なお 2000（平成 12）年に最初の事項は，「ア.	 当初から両手読みを重視し，
読み速度の左右差が大きくならないよう重視する」と修正されたが，その他

















①	 	 ア行・ナ行・カ行・ハ行の読み取り	 
②	 	 タ行・ラ行・サ行・マ行の読み取り	 
③	 	 促音符・長音符・濁音・半濁音の読み取り	 
④	 	 ヤ行・ワ行の点字の読み取り	 
⑤	 	 拗音・拗濁音・拗半濁音の読み取り	 
⑥	 	 特殊音点字の読み取りと仮名遣いの意識化	 





ー」，「ヒダリト	 ミギヲ	 アワセマショー」，「ドレト	 ドレノ	 クミアワセ




（8）2002（平成 14）年および 2005（17年）発行教科書 






































答で尋ねた。その結果を Fig. 3-1-10に示した。 
	 点字指導の手引が 58 校（90.6%），次いで 1 年国語点字教科書の導入教材
が 45校（70.3%）であり，以下，道村の点字指導プログラム 37校（57.8%），
他動スライディングによる指導プログラム 26校（40.6%）と続き，その他と





39人で，1人が 17校，2人が 2校，3人が 3校，4人と 5人がそれぞれ 1校
であった。 
	 24校中，新しい導入教材を使用した学校は 21校で，不使用が 3校あった。
不使用の理由は，「これまでの教材や他の指導法を利用した」，「児童の実態と



























































































































































Table 3-1-1	 著作教科書点字導入教材の比較 
ÃÐ XÐ
½']å Vª gfQ¼Ć­
ÒĐĈ¥ 12 12 50 50 87 160 196 196 134 130 58
d¤°Ĉ¥ 12 12 50 50 58 108 119 119 59 59 58
OF;GC¤
°JRB¥
0 0 20 20 22 43 55 55 24 24 34
ARNI?R
L¤°±¥






























































































































































































Fig. 3-1-5	 「よにんのいいこ」3ページ目の教材 
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Fig. 3-1-11	 新しい導入教材に対する意見（件数） 
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第 2 章	 総合考察と今後の課題  
 
第 1 節	 総合考察  
 





















以来，2001（平成 13）年度までの 17 年間を総括したのが第 1 部の盲児を対






位が 6人，左右差の小さい両手型は 5人であった。また研究 4から，熟達者
が受けた小学部 1 年時の点字指導はやはり「転写を理由とする左手」が 16
人と最も多かった。様々な文献に触れる中，Bürklen（1932）の左手優位説，
その後の Holland and Fehr（1942）や Fertsch（1947）らによる米国での右手




でその差はなかった（研究 4）。片手読速度（研究 4）と行移時間（研究 6）
にも右手と左手には有意差はなく，利き手（研究 6）も無関係であることが
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 本論執筆中，第 50回日本特殊教育学会が 2012（平成 24）年 9月末に行わ
れ，学会企画シンポジウム「視覚障害教育の現状・課題・展望	 FOR	 NEXT	 
50（その !）	 視覚障害教育の今後の展開」が開催された。ここで佐島（2012）
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